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近畿地区国公立大学図書館協議会
昭和62年度主題別研究集会
(京大)
(大阪)
滋賀医科大学雑誌編集委員会
第14回IMIC公開セミナー(大阪)
第5回学術情報センター・シンポ
ジウム(東京)
昭和63年度目録システム講習会
(地域講習会) (阪大)
情報検索システムSTN入門研修会　　o/uL　60　第15回医学図書館員セミナー
(大阪)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(旭川医大)
情報検索システムSTNコマンド研　8/30-9/2　第23回医学図書館員研究集会
修会(大阪)
近畿地区国公立大学図書館協議会　　9/2
昭和62年度主題別研究集会
(阪大)
-9-
(守口市)
国立大学附属図書館富士通ユーザ
ー会(名大)
9/6-9　　昭和63年度目録システム講習会　　9/22　　　第45回近畿地区医学図書館協議
(地域講習会) (京大)　　　　　　　　　　　　会例会(西宮)
附属図書館委員会(第49回)
編　集　後　記
図書館窓口業務の機械化に追われて、 「さざなみ」の発行が1年近くも遅れてしまいました。コ
ンピューターというのは存外手間ヒマかかる道具で、入れないデータは当然出てこないし、ミスタ
ッチしても命令通りにしか動かない等々、オオザッパな私には手にあまる代物でありました。
アテにしていた原稿が集まらなかったり、何やかやでずいぶん長い御無沙汰となりましたが、ど
ちらにしても編集委員の怠慢。お許しください。
カウンターの変化(坐っている人間が同じなので変りばえもそこそこですが)についてはチラシ
などでその都度お知らせしてきましたが、利用者端末の紹介はこれが最初です。この端末で検索で
きる内容、検索方法などが時々刻々と変化し、なかなか端末ガイド決定版ができなかったのですが、
やっと一段落しましたので案内します。
カウンターでみていますと、目録カード時代にはカードの引出しにさわったこともない若者達が、
「え?!これ勝手に使っていいの?」などといいながらワイワィ、ガチャガチャやっている反面、
巻頭の良田君のような青年もいて、コンピューター化は図書館サービスに新しい問題提起をしてい
るようです。
機械とのインターフェースをうまくとり、人間関係は機械的・事務的にならず、今まで以上に
at home　な図書館にしたいと思っています。
期間だけは長かった編集委員でしたが、次号から選手交代、前任者にならわず、休まず遅れず発
行してください(S)
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